
担

い
　

罫

支
援
法
の
中
に
新
し
く
位
置
づ
け

ら
れ
、
自
治
体
が
責
任
を
持
つ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

財
源
は
自
治
体
の
実
施
計
画
を

も
と
に
国
か
ら
の
交
付
金
が
算
定

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
秋
葉
市
長

は
こ
の
新
制
度
を
生
か
す
こ
と
を

せ
ず
に

「お
金
が
無
い
か
ら
検
討

も
し
な
い
」
と
い
う
態
度
を
と
っ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
待
機
児
童
を

無
く
す
た
め
に
学
童
保
育
所
増
設

と
指
導
員
の
処
遇
改
善
を
求
め
て

頑
張
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
４
月
５
日
緊
急

提
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

保
育
所
に
つ
い
て
は
、

３０
万
人

分
３
千
力
所
の
認
可
保
育
所
を
数

年
程
度
を
目
途
に
建
設
す
る
こ
と

を
求
め
て
い
ま
す
。

■
９
７
０
年
代
に
は
１０
年
間
に

８
千
力
所
つ
く
っ
た
経
験
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
保
育
士
不
足
に
対
し
て

は
、
賃
金
と
配
置
基
準
の
引
き
上

げ
を
求
め
て
い
ま
す
。

保
育
士
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、

野
党
共
同
で
、
緊
急
に
５
万
円
引

き
上
げ
る
法
案
を
提
出
し
て
い
ま

す
。

● 30万人分 (約3000カ所)の

認可保育所を緊急に増設する

待機児童問題は、認可保育所の増設で

解決することを原則として確立する

0賃 上げと保育士配置基準の引き上げ
二つの方向で待遇改善のために国の基準を引き上げる

の

一
方
、
学
校
耐
震
化
の
終
了
な

ど
に
よ
り
市
債
が
減

っ
て
い
ま

す
。歳

出
は
、
焼
却
炉
施
設
の
改
修

費
用
が
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
末
の
財
政
調
整
基

金

（家
庭
で
い
え
ば
貯
金
）
は
、

最
近
５
年
間
で
最
高
の
２７
億
円
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

‐２
億
円
の
財
源
が
不
足
す
る
と
し

て
、
財
政
調
整
基
金
約
Ｈ
億
円
を

取
り
崩
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
、
基
金
は
１６
億
円
の
残
高
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
市
民
に
１３
億

円
も
の
負
担
増
を
押
し
つ
け
て
生

み
出
し
た
も
の
で
す
。
決
し
て
誇

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
の
借
金
は
市
債
残
高
と
将
来

に
支
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
も
の

を
合
わ
せ
る
と
７
２
８
億
円
、
市

民

一
人
当
た
り
３７
万
５
千
円
に
な

り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
暮
ら

し
や
福
祉
を
最
優
先
に
税
金
を
使

う
べ
き
と
主
張
し
、
膨
大
に
膨
れ

上
が
っ
た
借
金
を
計
画
的
に
縮
小

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
園

・
学
童
保
育
の

増
え
続
け
る
待
機
児
童
の
問
題
は

深
刻
で
す
。
Ｕ
Ｒ
団
地
の
空
き
店

舗
を
活
用
し
た
、
学
童
保
育
所
の

設
置
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
を
動
か
す

「保
育
園
落
ち
た
ｏ日
本
死
ね
―
」

の
匿
名
ブ
ロ
グ
に
よ
っ
て
待
機
児

童
問
題
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

待
機
児
童
問
題
は
八
千
代
市
で

も
深
刻
で
す
。
３
月
議
会
で
４
月

か
ら
保
育
園
に
入
れ
な
い
子
ど
も

は
１
６
７
人
。
学
童
保
育
所
に
入

れ
な
い
子
ど
も
は
■
７
９
人
い
る

と
市
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

八
千
代
市
の
マ
マ
も
立
ち
あ
が

り
ま
し
た
。
学
童
保
育
所
に
子
ど

も
を
預
け
て
い
る
保
護
者
た
ち
を

先
頭
に
賛
同
署
名
を
６
８
３
筆
添

え
て

「学
童
待
機
児
童
増
加
に
伴

い
子
育
て
支
援
へ
の
予
算
見
直
し

要
望
」
の
請
願
書
が
議
会
に
提
出

さ
れ
、
全
会

一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

保
護
者
の
方
々
の
声
が
議
会
や

市
を
動
か
し
、
３
月
下
旬
に
は

「
一
度
保
留
を
受
け
取
っ
た
保
護

者
が
学
童
保
育
所
に
入
所
で
き

た
」
と
の
喜
び
の
声
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
、
八
千
代
市
の

学
童
保
育
所
の
待
機
児
童
は
４
月

１
日
現
在
■
５
５
人
い
ま
す
。

市
が
行
っ
た
措
置
は
新
設
が
１

カ
所
、
定
員
増
が
２
カ
所
合
わ
せ

て
９５
人
増
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、
不

足
し
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
は
子
ど
も

・
子
育
て

保
育
所

・
待
機
児
童
問
題
は
、

「認
可
保
育
所
の
不
足
」
と

「保

育
士
の
労
働
条
件
が
劣
悪
な
た

め
、
保
育
士
が
不
足
し
て
い
る
」

こ
と
が
原
因
で
す
。
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市
民
生
活
圧
迫

平
成
２８
年
度
予
算
は
５
６
０
億

８
千
万
円
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
は
、
市
税
な
ど
の
収
入
増

今
の
配
置
基
準
で
は
保
育
士
の

完
全
週
休
２
日
制
も
確
保
さ
れ
て

お
ら
ず
最
初
か
ら
時
間
外
労
働
が

前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
配
置
数
の
適

正
化
な
ど
に
よ
る
労
働
条
件
の
改

善
を
実
現
す
る
た
め
頑
張
っ
て
行

き
ま
す
。

い

は

ら

忠

春
０
４
７
‥
４
８
８
‥
７
２
０
７

８
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８
０
０
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（事
務
所
）
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日本共産党は、市長提案の一般会計予算に対し、組み替えの動議を

3月議会に提出しました。

この動議は、財政調整基金を2億 3千 900万円取り崩し、これを

財源として市民の暮らしを守る予算にするものです。 (下表参照)

主なものは、「学校エアコン導入のための調査費」、「国民健康保険

料の引き下げ」や 「子ども医療費窓口負担の引き下げ」などです。

国民健康保険料は、高すぎて払えない世帯が6千世帯にもなつてい

ます。国から市に対し「保険者支援分」として約 1億 6千万円が交付

され、他の自治体ではこの交付金を活用して、国保料を引き下げてい

ます。

八千代市は、この交付金を国保料の引き下げに使つていません。 1

億6千万円の繰り入れで 1世帯あたり、6千円の引き下げが可能で

す。

また、昨年度財政危機を理由に切り下げた配食サービス費 (100
円から300円に戻す)や高齢者インフルエンザ費など減額した予算

を復活するものです。

歳 出 金 額 備  考

学校エアコン 500フ 5F司 導入のための調査費

国民健康保険料の引き下げ 16,000フ 5F司 1世帯6000円 の減額

公立図書館図書購入費 1,200フラF司

子ども医療費窓口負担 1,700フラF司 100円 引き下げ

甲状腺がん検査費 36フ5P電 120ノk`)

昨
年
度
減
額

配食サービス 2,700フ 5F可 100円から300円 に戻す

公民館主催講座 80フラF司 減額分の復活

高齢者インフルエンザ費 610アテ円 500円 から1000円 に戻す

時間外保育料 1,074万 円 減額分の復活



そ
し
て
制
定
さ
れ
た
の
が
、
全

国
で
最
初
と
な

っ
た

「子
ど
も
の

人
権
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
条
例
」

で
す
。

い
ま
必
要
な
こ
と
は
、
憲
法
と

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
ふ
ま
え
、

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
日
常
的
な

取
り
組
み
と
そ
れ
を
可
能
と
す
る

体
制
的
な
保
障
を
作
り
上
げ
る
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
子
ど

も
の
権
利
条
例
の
制
定
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阿
蘇
小
学
校
区
の
人
た

ち
は
１
４
０
年
以
上
の
歴
史
と
伝

統
を
持
つ
阿
蘇
小
学
校
に
強
い
愛

着
を
持
っ
て
い
ま
す
。
存
続
を
求

め
る
署
名
は
、
■
力
月
足
ら
ず
で

■
０
０
０
筆
以
上
集
ま
っ
て
い
ま

す
。学

校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
中
心
的
存
在
で
す
。

米
本
団
地
内
の
２
つ
の
小
学
校

の
余
裕
教
室
は
、
複
合
施
設
化
す

る
こ
と
や
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
広

場
、
児
童
館
、
学
童
保
育
所
、
子

ど
も
食
堂
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
活

用
方
法
は
沢
山
あ
り
ま
す
。

子
育
て
世
代
人
口
の
増
や

「ま

ち
づ
く
り
」
の
視
点
で
学
校
の
役

割
を
見
直
し
統
廃
合
計
画
を
再
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
格
差
と
貧
困
が
ひ
ろ
が
る
な

か
で
、
給
食
費
が
払
え
な
い
子
、

親
か
ら
の
虐
待
を
受
け
て
亡
く
な

る
子
、
集
団
的
な
い
じ
め
に
よ
っ

て
亡
く
な
る
子
な
ど
日
々
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
、

ど
の
子
も
人
と
し
て
様
々
な
権
利

を
持
つ
こ
と
を
確
認
し
、
子
ど
も

た
ち
が
こ
れ
ら
の
権
利
を
十
分
使

え
る
よ
う
に
、
「子
ど
も
の
最
善

の
利
益
」
を
考
え
て
、
学
校
や
社

会
が
行
動
す
る
こ
と
を
約
束
し
て

い
ま
す
。

八
千
代
市
で
は
、
２
０
０
２
年

か
ら
２
０
１
４
年
ま
で
１９
回
の
会

議
を
重
ね
、
２
０
１
５
年
３
月
に

議
論
の
結
果
を
踏
ま
え
、
検
討
結

果
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
内
容
は
、
子
ど
も
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
も
と
づ
き
今
あ

る
施
策
の
な
か
で
対
応
す
る
と
し

て
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
先
送
り
さ
れ
て
い
ま

す
。川

西
市
か
ら

学
ぶ
こ
と

兵
庫
県
川
西
市
で
は
、
１
９
９

５
年
４
月
か
ら
、
「子
ど
も
の
人

権
と
教
育
」
検
討
委
員
会
を
も
う

け

「子
ど
も
の
実
態
調
査
」
を
実

施
す
る
な
ど
し
て
、
ど
う
す
れ
ば

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
生
か
し

て
、
子
ど
も
を
守
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

::::::::::::

鍵::

八
千
代
市
は
市
内
を
７
区
域
に

分
け
て

「地
域
別
計
画
」
を
立
て

て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ

「阿
蘇
地

域
の
計
画
」
は
高
齢
化
が
進
む
米

本
団
地
の
再
生
や
農
業
の
振
興
な

ど
重
要
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め

に
は
若
者
が
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
学
校
の
存

在
が
不
可
欠
で
す
。

し
か
し
、
八
千
代
市
は
阿
蘇
地

域
の
小
学
校
統
廃
合
計
画
を
児
童

数
減
少
に
よ
り
機
械
的
に
実
施
し

「秋
葉
市
長
の
公
文
書
改
ざ
ん

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
六
百

条
委
員
会
）
の
中
間
報
告
が
３
月

２２
日
の
本
会
議
で
行
わ
れ
ま
し

た
。中

間
報
告
は
、
市
長
の
証
人
喚

間
、
職
員
の
参
考
人
招
致
な
ど
に

よ
っ
て
、
部
長
会
議
録
短
縮
の
発

端
が
秋
葉
市
長
の
指
示
だ
っ
た
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、

市
長
と
職
員
の
証
言
に
食
い
違
う

問
題
も
あ
り
継
続
し
て
調
査
す
る

と
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
今
回
の
不
祥
事

が
市
長
主
導
の
違
反
行
為
で
あ
る

こ
と
は
調
査
の
事
実
経
過
か
ら
明

ら
か
で
あ
り
、
今
後
、
市
長
の
法

的

・
政
治
的
責
任
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
重
要
な
こ
と
は
秋
葉
市

長
が
、
部
長
会
議
録
か
ら
審
議
過

程
を
省
き
テ
ー
マ
と
結
論
だ
け
に

す
る
と
か
、
情
報
公
開
室
を
情
報

公
開
班
に
格
下
げ
す
る
な
ど
情
報

公
開
制
度
を
骨
抜
き
に
し
て
い
る

こ
と
で
す
。

不
祥
事
の
再
発
防
止
と
市
民
の

知
る
権
利
を
保
障
す
る
情
報
公
開

制
度
の
拡
充
は

一
体
で
す
。

情
報
公
開
条
例
を
拡
充
す
る
こ

と
や
公
文
書
作
成

・
管
理
の
基
準

と
な
る
公
文
書
管
理
条
例
の
制
定

な
ど
を
百
条
委
員
会
と
し
て
も
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

熊本大地震に救援・支援を
熊本大地震で亡くなつた方とそのこ家族をはじめ、被災

された方に心からお見舞い申し上げます。

4月 14日 に熊本県で震度 7の地震が発生したあと震源

は大分県まで広が り、震度 4以上の地震が頻発 しました。

多くの死傷者をはじめ、家屋倒壊、道路寸断などの被害が

出ています。

日本共産党は地震発生当夜にただちに熊本地震災害対策

本部を立ち上げ、被害の実態把握、行政組織の対応促進、

被災者救援・支援のための活動を開始しています。

大地震被災者救援 0支援のための募金を心から訴えます。

【募金先】日本共産党中央委員会

▼郵便振替で送金される場合

口座番号 00170-9-14032■
加入者名 日本共産党災害募金係

通信欄に 「熊本地震募金」と記入して下さい。

*手数料のこ負担は各自でお願いいたします。

多 くのプ レートがぶつか り合 う日本列島は、全国に断層

が走る世界有数の地震大国です。稼働中の鹿児島県川内原

発や停止中の愛媛県伊方原発はまさにこの断層の直近に立

地 しています。

原発事故の危険がせまつています。すべての原発を停止

し廃炉にすべきです。

lゞfJF

2016年 3月議会
主な議案・請願 0日本共産党提出の発議案に対する議決結果 ○ :賛成 ×:反対

日本共産党市議員団調べ

欠席、議長は採決に加わらず 敬称略

賛成人数

反対人数

日本共産党 市民クラブ 公明党 自由民主党 新未来 新:みんなの広場 奥
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本 原

八千代市介護保険条例の一部を改正
する条例 (総合事業導入)

賛成 4
反対 23

× × ×

議

長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

平成 28年度八千代市一般会計予算の

組み替え動議 (日本共産党提出)

賛成 3
反対 24 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

平成 28年度八千代市一般会計予算に
ついての修正部分を除く原案

賛成 20
反対 7

× × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ×

請願 就学前乳幼児の子ども医療費窓口
負担の軽減を要請する件

賛成 6
反対 21 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○

請願 保育園や学童保育所の待機児童

解消に向けて増設を要請する件
賛成 8
反対 19 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × ○

消費税 10%への増税中止を
求める意見書

７

０２

成
対

賛
反 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○

丁PPの大筋合意を撤回し、協定への調E「

。批准を行わないよう求める意見書
賛成 4
反対 23 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

関西電力高浜発電所の再稼働中止
を求める意見書

７

０２

成
対

賛
反 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × × ○

社会保障費削減の撤回を求める
意見書

賛成 5

反対 22 ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ × × ○


